










はじめに 

髄外白血病に対する治療対策は,有効量の薬剤が到達し難い部位に対する sanctualy ther

apy として,治癒を目標とする小児白血病治療の重要な部門を占めている。髄外白血病のう

ち,中枢神経白血病についての情報は多く,この対策は広く適用されているのに対して,睾

丸白血病に関する情報は比較的少ない。このために,この病態の認識が一般に不十分であり

,この対策も様々である。 

本研究は,睾丸白血病の病態を明らかにして,この対策を確立するために国立がんセンター

症例,東京小児白血病治療研究グループおよび小児腫瘍晩期研究グループの症例から,その

病態を解析し,治療対策を検討したものである。 


